
姿勢保持筋と運動筋の変化

三点バランス保持理論による

パワーバランスの変化
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競技スポーツにおける潜在能力ＵＰ
歩行姿勢・体型悪化の改善・矯正
健康維持・増進の基礎となる足脚部形成
介護予防・傷害予防の基本となる調整
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